




















































































































































































































































































































































































1年生 2年生 3年生 4年生以上 合計
新宿キャンパス 617 379 211 208 1415
岩槻キャンパス 54 78 27 42 201
合計 671 457 238 240 1616
表3　グループ課題を学外で取り組む頻度
新宿CP 岩槻CP
実数（人） 割合 実数（人） 割合
よくある 41 2.9% 15 7.5%
たまにある 242 17.2% 41 20.5%
あまりない 283 20.1% 32 16.0%

























実数（人） 割合 実数（人） 割合
よくある 410 29.4% 128 64.3%
たまにある 618 44.3% 61 30.7%
あまりない 189 13.5% 7 3.5%
全くない 179 12.8% 3 1.5%
1396 199











































































 パソコン 49.7% 59.7%
 タブレットPC 17.8% 21.4%
 Wi-Fi等のネットワーク環境 64.7% 73.6%
 プロジェクター 1.6% 3.5%
 ホワイトボード・黒板 3.2% 12.9%
 コピー機 27.8% 24.9%
 電子黒板 1.2% 3.0%
 DVDプレイヤーと視聴用テレビ等 3.7% 4.0%
 机 10.5% 26.4%
 いす 12.1% 28.4%
 筆記具 2.1% 3.0%
 課題に合う図書館の蔵書（本） 14.2% 32.8%
 課題に合う図書館の蔵書（雑誌や新聞） 5.5% 10.0%



































































数は 4 ～ 5 人で利用されることが最も多い中、利用時間











実数（人） 割合 実数（人） 割合
ほぼ毎日 6 3.1% 8 4.1%
週2～3回 31 15.8% 24 12.4%
週1～2回 35 17.9% 34 17.6%
月に数回 63 32.1% 54 28.0%
半期に数回 45 23.0% 56 29.0%
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